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ll) 以上の事実より歯歴の発育と血管の再生分布状況とは密接不離な関係を有し, 正常偉置に, しかも
歯腔の萌出方向に移再植する場合のみに血管は新生と吻合による固有分布状況を快復し, 歯腔の発育, 萌
出を可能ならしめるのである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯腔移再植後の歯腔の運命と血管の再生分布の関係を検索した論文であり, 1) 幼犬歯腔を正常位置に
自家移植したばあい, 移植床の周壁からすみやかに血管新生がいとなまれ, 既存の血管と吻合をつくり,
歯乳頭は豊富な血管分布をうけ, 象牙芽細胞層には毛細血管網を形成し, 固有分布状態を快復する｡ 2)
歯歴の逆位再移植のばあい, または摘出駕以外の顎骨内異所移植のばあいは, いずれも移植床と歯小嚢は
結合繊結合をいとなみ, 床周辺から血管の新生, 浸入をみるが, その分布状況は疎かつ不規則であり, 固
有分布状況は快復されず, 歯小嚢および乳頭組織は固有構造をうしない, 歯歴は吸収の運命をたどる｡
3) 同様の現象は成犬顎骨内移植や幼犬腰骨内移植のような異所移植のばあいも同様であり, 蘭魅は吸収
の運命をたどる｡ 4) 歯腔に一部損傷をくわえて同一部位に再植したばあいは, 血管新生の状況は部位に
よって著しくことなり, 損傷部位では血管の新生は認められても固有分布は快復されず, 歯歴は吸収の運
命をたどるが, 非損傷部では歯腔内に新生血管との間に脈管吻合をきたし, 固有分布状況を快復し歯歴部
は増殖をつづげ, ついに萌出をきたす｡ このように歯歴の発育と申管再生分布状況とは密接な関係 を有
し, 歯腔を正常位置に, しかも萌出方向に再移植したばあいのみ, 血管の固有分布を恢復し, 歯腔は発育
を継続し萌出にいたる｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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